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研究データエコシステム

研究データ管理スタートアップ支援事業
研究者の行動変容を促す「研究DX」を推進するため、研究データポリシー策定、研究データマネジメント体制
整備といった、研究データ管理のノウハウを中核機関群のもとで構築し、各地域において核となる拠点大学を
中心に、各大学・研究機関等の組織に伝搬させていく取り組みです。

迅速な相談、密な連携
現状課題の共有

中核機関群

実施状況

今年度

対象地域の拡大を目指す
来年度以降

各地域における核となる拠点大学群

司令塔機能を果たし、相談・連絡やデータの解析等を行う。
　中核機関群での取り組み
　　研究データ管理のノウハウ構築
　　システム提供によるモデル大学支援
　　コミュニティ活動支援
　　相談結果のフィードバック
　　他大学の情報共有

核となる拠点大学を全国に作り支援。�各拠点大学が地域の多様な大学を支援。
潜在需要が想定される大学も含め、�コミュニティを広げていく。
　想定されるコミュニティ内での取り組み
　　課題抽出
　　　データマネジメント体制の構築
　　　データポリシーの構築
　　スキル ・ ノウハウの蓄積
　　他大学の情報共有

本事業は、ルール ・ ガイドライン整備チーム（リーダー：名古屋大学）が統括する
地域ごとに支援機関と複数の被支援機関による支援の仕組み（コンソーシアム体）を設ける
支援機関は、令和 5年度は名古屋大学（東海地域）、金沢大学（北陸地域）とする
名古屋大学：�　
　「研究データエコシステム東海コンソーシアム」を発足　<正会員 8機関、準会員 4機関が加盟済み >�　
　https://icts.nagoya-u.ac.jp/ja/information/event/2023-07-21-consortium.html
金沢大学：
　学内に研究データエコシステム整備WG を設置し、データポリシーの見直しとデータ利活用のための
  ガイドライン等の整備を実施


